
目

次

担

当

課

（

室

）

発

行

岡

山

県

【

公

安

委

員

会

】

○

指

定

講

習

機

関

の

指

定

の

一

部

改

正

運

転

免

許

課

目

次

担

当

課

（

室

）

○

運

転

免

許

取

得

者

等

教

育

の

認

定

の

一

部

改

正

〃

【

告

示

】

○

特

定

施

設

の

設

置

及

び

構

造

等

変

更

の

許

可

申

環

境

管

理

課

請

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

の

取

消

し

の

取

消

し

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

に

係

る

事

項

の

変

更

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

の

辞

退

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

の

事

業

の

廃

止

指

導

監

査

室

○

〃

〃

○

特

定

計

量

器

定

期

検

査

工

業

技

術

セ

ン

タ

ー

○

保

安

林

の

指

定

予

定

治

山

課

○

〃

〃

【

公

告

】

○

大

規

模

小

売

店

舗

の

新

設

に

関

す

る

届

出

の

縦

経

営

支

援

課

覧

○

公

共

測

量

の

実

施

監

理

課

○

〃

〃

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
五
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
及
び
第
八
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
及
び
そ
の
構
造
等
の
変
更
の
許
可
申
請
の
概

要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
し
、
及
び
そ
の
構
造
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に

供
す
る
。

令
和
五
年
八
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

株
式
会
社
岡
山
村
田
製
作
所

7
7

住
所

岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
福
元

氏
名

代
表
取
締
役
社
長

佐々
木
俊
和

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
株
式
会
社
岡
山
村
田
製
作
所

7
7

所
在
地

岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
福
元
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(3) 特定施設に関する事項

区 分 新 設 新 設 新 設

63－ホ

65 65
金属製品製造業又は機

種 類 酸又はアルカリによる 酸又はアルカリによる
械器具製造業（武器製

表面処理施設（ＢＦ） 表面処理施設（ＢＧ）造業を含む ）の用に。
供する廃ガス洗浄施設
（ＡＶ）

能 力 0.12㎥／日 14.57㎥／日 2.22㎥／日

工 事 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに 同左 同左

工 事 完 成 予 定 年 月 日 着手後１週間 同左 同左

使 用 開 始 予 定 年 月 日 完成後１週間 同左 同左

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間 同左 同左
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 0.08 0.12 10.20 14.57 1.55 2.22
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 2.8 3.4 0.20
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 1,000 1,000 1.0 1.0 4,000 4,000
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 490 490 0.5未満 0.5未満 1,960 1,960

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 4,000 4,000 4 4 16,000 16,000

油 分（㎎／Ｌ） 490 490 0.5未満 0.5未満 1,960 1,960

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 560 560 0.56 0.56 2,240 2,240

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 15,000 15,000 15 15 60,000 60,000

Ｃ ｕ（mg／Ｌ） 9 9 0.01未満 0.01未満 36 36

Ｆ ｅ（mg／Ｌ） 40 40 0.04 0.04 160 160

アンモニア、アンモニウム

20 20 0.02 0.02 80 80化合物、亜硝酸化合物及び

硝酸化合物（mg／Ｌ）

備考 種類は、水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。
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(4) 汚水等の処理施設に関する事項

区 分 変 更 前 変 更 後

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 Ｎｏ．３工程排水処理施設 同左

種 類 工程排水処理 同左

構 造 鉄筋コンクリート 同左

主 要 寸 法 Ｗ18,800mm×Ｌ33,000mm×Ｈ5,000mm 同左

能 力 759㎥／日 同左

処 理 の 方 法 凝集沈殿、ｐＨ調整 同左

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 工事着手後１週間

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 工事完成後１週間

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並び
にその使用に季節的変動がある場合はその概 連続24時間 同左
要

使用時において 処 理 前 処 理 後 処 理 前 処 理 後
当該特定施設か 区 分
ら排出される汚 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
水等の汚染状態
の通常の値及び 水 量（㎥／Ｌ） 585.1 702.7 585.1 702.7 581.3 697.2 581.3 697.2
最大の値並びに
当該汚水等の通 ｐ Ｈ 6～9 6～9 6～8.1 6～8.1
常の量及び最大
の量 ＢＯＤ（mg／Ｌ） 20 20 9 14

ＣＯＤ（mg／Ｌ） 32 32 9 14

Ｓ Ｓ（mg／Ｌ） 250 250 16 16

油 分（mg／Ｌ） 5 5 5 5

Ｔ－Ｎ（mg／Ｌ） 14 14 12 14

Ｔ－Ｐ（mg／Ｌ） 5 5 1.4 2 同左

Ｐ ｂ（mg／Ｌ） 0.2 0.2 0.1以下 0.1

ふっ素（mg／Ｌ） 4 8 4以下 8以下

ほう素（mg／Ｌ） 0.4 4 0.4 4

Ｆ ｅ（mg／Ｌ） － － － －

アンモニア、アンモニウム
14 14 12 14化合物、亜硝酸化合物及び

硝酸化合物（mg／Ｌ）
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区 分 変 更 前 変 更 後

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 Ｎｏ．４工程排水処理施設 同左

種 類 工程排水処理 同左

構 造 鉄筋コンクリート 同左

主 要 寸 法 Ｗ18,500mm×Ｌ15,200mm×Ｈ6,000mm 同左

能 力 1,500㎥／日 同左

処 理 の 方 法 凝集沈殿、ｐＨ処理 同左

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 工事着手後１週間

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 工事完成後１週間

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並び
にその使用に季節的変動がある場合はその概 連続24時間 同左
要

使用時において 処 理 前 処 理 後 処 理 前 処 理 後
当該特定施設か 区 分
ら排出される汚 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
水等の汚染状態
の通常の値及び 水 量（㎥／Ｌ） 310.6 437.8 310.6 437.8 313.3 441.6 313.3 441.6
最大の値並びに
当該汚水等の通 ｐ Ｈ 6～9 6～9 6～8.1 6～8.1
常の量及び最大
の量 ＢＯＤ（mg／Ｌ） 20 20 9 14

ＣＯＤ（mg／Ｌ） 32 32 9 14

Ｓ Ｓ（mg／Ｌ） 250 250 16 16

油 分（mg／Ｌ） 5 5 5 5

Ｔ－Ｎ（mg／Ｌ） 14 14 12 14

Ｔ－Ｐ（mg／Ｌ） 5 5 1.4 2 同左

Ｐ ｂ（mg／Ｌ） 0.2 0.2 0.1以下 0.1

ふっ素（mg／Ｌ） 4 8 4以下 8以下

ほう素（mg／Ｌ） 0.4 4 0.4 4

Ｆ ｅ（mg／Ｌ） 2 2 2以下 2以下

アンモニア、アンモニウム
14 14 12 14化合物、亜硝酸化合物及び

硝酸化合物（mg／Ｌ）
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(5) 排水口に関する事項

排 水 口 番 号 Ａ

変 更 前 変 更 後
区 分

通 常 最 大 通 常 最 大

水 量（㎥／日） 3,753.5 5,052.7 3,752.4 5,051.0

ｐ Ｈ 6～8.5

ＢＯＤ（mg／Ｌ） 7 9

ＣＯＤ（mg／Ｌ） 7 9

Ｓ Ｓ（mg／Ｌ） 12 20

油 分（mg／Ｌ） 1 7

Ｔ－Ｎ（mg／Ｌ） 9 14

Ｔ－Ｐ（mg／Ｌ） 0.9 1.5

Ｐ ｂ（mg／Ｌ） 0.1以下 0.1以下

Ｃｒ （mg／Ｌ） 0.005以下 0.005以下 同左6＋

全Ｃｒ（mg／Ｌ） 0.01以下 0.01以下

Ｃ ｕ（mg／Ｌ） 0.3以下 0.3以下

Ｆ ｅ（mg／Ｌ） 1以下 1以下

ふっ素（mg／Ｌ） 2以下 5

ほう素（mg／Ｌ） 0.2 2

大腸菌群数 個／㎤ 3,000以下 3,000（ ）

アンモニア、アンモニウム

3 10化合物、亜硝酸化合物及び

硝酸化合物（mg／Ｌ）

２ 縦覧の期間及び場所
(1) 期 間 令和５年８月18日から同年９月８日まで
(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び瀬戸内市役所
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
六
号 

 

令
和
元
年
岡
山
県
告
示
第
三
百
三
十
八
号
（
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
の
指
定
の
取
消

し
）
は
、
取
り
消
す
。 

令
和
五
年
八
月
十
八
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
七
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
を
受
理
し
た
。 

令
和
五
年
八
月
十
八
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 

 
 

 

指
定
に
係
る
事
項
を
変
更
し
た
医
療
機
関 

名 
 

 
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

変
更
事
項 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

変
更
前 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

変
更
後 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

変
更
年
月
日 

し
も
が
た
薬
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

医
療
機
関
の
名
称 

 
 

 
 

 
 
 

し
も
が
た
薬
局 

 
 

 
 

 
 
 

 

み
ど
り
薬
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
五
年
七
月
三
日 
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
八
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。 

令
和
五
年
八
月
十
八
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 
 

 

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 
 

 
 

辞
退
年
月
日 

ナ
ビ
薬
局 

赤
坂
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

赤
磐
市
西
窪
田
五
三
四
―
二 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

令
和
五
年
七
月
三
十
一
日 
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
九
号 

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

令
和
五
年
八
月
十
八
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

１ 

名
称 

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
無
限
大 

２ 

所
在
地 

岡
山
県
都
窪
郡
早
島
町
若
宮
三
七
〇
六
―
六
エ
ト
ワ
ー
ル
ア
コ
オ
Ｂ
棟
二
〇
三
号
室 

二 

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

１ 

名
称 

合
同
会
社
無
限
大 

２ 

所
在
地 

岡
山
県
倉
敷
市
粒
江
二
二
四
五
―
七 

三 

廃
止
の
届
出
を
受
理
し
た
年
月
日 

令
和
五
年
八
月
九
日 

四 

介
護
保
険
事
業
所
番
号 

三
三
七
二
六
〇
〇
三
三
二 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

訪
問
介
護 
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
十
号 

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

令
和
五
年
八
月
十
八
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

１ 

名
称 

星
成
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
し
ら
ゆ
り 

２ 

所
在
地 

岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
東
三
成
二
〇
三
九
―
一 

二 

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

１ 

名
称 

有
限
会
社
星
成 

２ 

所
在
地 

岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
東
三
成
二
〇
三
九
―
一 

三 

廃
止
の
届
出
を
受
理
し
た
年
月
日 

令
和
五
年
八
月
九
日 

四 

介
護
保
険
事
業
所
番
号 

三
三
七
二
八
〇
〇
三
七
九 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

通
所
介
護 

令和５年８月１８日　岡山県公報　第１２５２４号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
十
一
号

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
計
量
器
に
係
る
定

期
検
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

な
お
、
対
象
と
な
る
特
定
計
量
器
は
、
ひ
ょ
う
量
が
五
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
非
自
動
は
か
り
（
計

量
法
施
行
令
（
平
成
五
年
政
令
第
三
百
二
十
九
号
）
第
五
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く

、
分
銅
及
び
お
も
り
と
す
る
。

。
）令

和
五
年
八
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

定
期
検
査
を
行
う
区
域
、
場
所
及
び
期
日

区

域

場

所

期

日

玉

野

市

岡
山
市
農
業
協
同
組
合
中
部
第
４
営

令
和
五
年

一
〇:

三
〇
～

農
経
済
セ
ン
タ
ー
鉾
立
資
材
店

十
月
二
日

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

岡
山
市
農
業
協
同
組
合
玉
野
支
所

〃

三
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

田
井
市
民
セ
ン
タ
ー

〃

四
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

玉
市
民
セ
ン
タ
ー

〃

五
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:
三
〇
～

一
五:

〇
〇

日
比
市
民
セ
ン
タ
ー

〃

六
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:
〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

産
業
振
興
ビ
ル

〃

十
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

〃

〃

十
一
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

〃

〃

十
二
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

二

実
施
機
関

岡
山
県
指
定
定
期
検
査
機
関

一
般
社
団
法
人
岡
山
県
計
量
協
会

令和５年８月１８日　岡山県公報　第１２５２４号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
五
年
八
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

苫
田
郡
鏡
野
町
井
坂
字
谷
奥
三
三
八
、
四
三
八
、
四
三
九
、
四
四
〇
の
二
、
四
五
一
、
四
五
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（１）

字
谷
奥
四
三
九
・
四
四
〇
の
二
・
四
五
一
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る

、
三
三
八

。
）

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

（２）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（３）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（４）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
鏡

「

野
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

令和５年８月１８日　岡山県公報　第１２５２４号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
五
年
八
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

苫
田
郡
鏡
野
町
馬
場
字
磯
谷
五
四
〇
か
ら
五
四
二
ま
で
、
五
四
四
か
ら
五
四
九
ま
で
、
五
五
〇
の

一
二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（１）

字
磯
谷
五
四
〇
・
五
四
七
・
五
五
〇
の
一
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る

、
五
四
八
、
五
四
九

。
）

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

（２）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（３）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（４）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
鏡

「

野
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

令和５年８月１８日　岡山県公報　第１２５２４号



〔
四
一
三
〕
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
に
関
す
る
届
出
に
つ
い
て
、
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

令
和
五
年
八
月
十
八
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

届
出
事
項
の
概
要 

１ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

名
称 

（
仮
称
）
ド
ラ
ッ
グ
コ
ス
モ
ス
総
社
真
壁
店 

 
 

 

所
在
地 

総
社
市
真
壁
字
市
場
堤
外
一
四
五
二
番
一
ほ
か 

 

２ 

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名 

 
 
 
 
 

名
称 

株
式
会
社
コ
ス
モ
ス
薬
品 

 
 

 

住
所 

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目
一
〇
番
一
号
第
一
福
岡
ビ
ル
Ｓ
館
四
階 

 
 

 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

横
山 
英
昭 

 

３ 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

名
称 

株
式
会
社
コ
ス
モ
ス
薬
品 

 
 

 

住
所 

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目
一
〇
番
一
号
第
一
福
岡
ビ
ル
Ｓ
館
四
階 

 
 

 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

横
山 

英
昭 

 

４ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
を
す
る
日 

 
 
 
 
 
 

令
和
六
年
四
月
四
日 

 

５ 

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計 

 
 
 
 
 
 

千
三
百
七
十
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

６ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関
す
る
事
項 

 
 

(1) 

駐
車
場
の
収
容
台
数 

五
十
二
台 

 
 
 
 

(2) 

駐
輪
場
の
収
容
台
数 

十
台 

 
 
 
 

(3) 

荷
さ
ば
き
施
設
の
面
積 

二
十
七
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 
 
 

(4) 

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
容
量 

四
・
二
九
立
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

７ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項 

 
 

(1) 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻 

 
 

 
 

午
前
九
時 

 
 
 
 

(2) 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
閉
店
時
刻 

 
 

 
 

午
後
十
時 

 
 

(3) 

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 
 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
十
時
三
十
分
ま
で 

 
 
 
 

(4) 

駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数 

三
箇
所 

 
 
 
 

(5) 

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 
 

午
前
五
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で 

二 

届
出
年
月
日 

 
 

令
和
五
年
八
月
三
日 

三 

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所 

 
 

１ 

縦
覧
の
期
間 

 
 

 

令
和
五
年
八
月
十
八
日
か
ら
同
年
十
二
月
十
八
日
ま
で 

 

２ 

縦
覧
の
場
所 

 
 

 

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
総
社
市
産
業
部
企
業
誘
致
商
工
振
興
課 

令和５年８月１８日　岡山県公報　第１２５２４号



〔
四
一
四
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
倉
敷
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が

あ
っ
た
。 

令
和
五
年
八
月
十
八
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 
 

 

  

倉
敷
市
玉
島
乙
島
地

内 測

量

区

域 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
等
） 

測

量

の

種

類 

令
和
五
年
八
月
九
日
か
ら
令
和

六
年
一
月
三
十
一
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和５年８月１８日　岡山県公報　第１２５２４号



〔
四
一
五
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
備
前
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
が
あ
っ
た
。 

令
和
五
年
八
月
十
八
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 
 

 

  

和
気
郡
和
気
町
南
山

方
及
び
北
山
方
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
及
び
確
定

測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
五
年
八
月
九
日
か
ら
令

和
六
年
三
月
十
八
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和５年８月１８日　岡山県公報　第１２５２４号



〔
四
一
六
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
八
月
十
八
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
南
溝
手
字
天
神
二
〇
二
―
一 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

岡
山
市
北
区
津
高
九
一
九
―
七
サ
ー
パ
ス
津
高
台
通
り
一
番
館
四
〇
一 

東 
 

慎
介 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
五
月
二
十
三
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
五
四
号 

令和５年８月１８日　岡山県公報　第１２５２４号



◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
十
一
号

平
成
五
年
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
二
十
四
号
（
指
定
講
習
機
関
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
八
月
十
八
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

本
則
の
表
一
の
項
、
三
の
項
及
び
十
二
の
項
中
「
富

田

満
」
を
「
小

川

実
」
に

改
め
る
。

令和５年８月１８日　岡山県公報　第１２５２４号



◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
十
二
号

令
和
四
年
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
三
十
八
号
（
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
の
認
定
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
八
月
十
八
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

本
則
の
表
一
の
項
、
三
の
項
及
び
十
四
の
項
中
「
富
田

満
」
を
「
小
川

実
」
に
改
め
る
。

令和５年８月１８日　岡山県公報　第１２５２４号


